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回数 開始日 ～ 終了日 期間

１回 2016年11月3日（木・祝） ～ １日
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6 募集人数

7 共催・協力・後援

8 参加者人数 349

9 参加者類型

10 参加者地域

11 参加者分析

満足 やや満足 やや不満 不満

13 アンケートの主な記述

14 成  果

15 今後の課題

16 担当者メモ

12 アンケート満足度

・手軽に体験でき、未就学児でも挑戦できる競技内容にしたことにより、達成感や向上心を育む
きっかけとなった。
・練習時間を設け本番を実施することにより、緊張感のなかで真剣な表情で臨む姿が見られた。
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・参加者の受付方法について、昨年度の反省を生かし受付時には電話番号のみを記入いただき、
入賞者には後日連絡する方法とした。受付もスムーズになり、記入項目が減ったことで参加者の
負担軽減へとつながった。
・参加者に記録証を配布し、達成感をより感じることができるようプログラムの充足を図った。
・雨天時を考慮し、限られたスペースにおいても実施可能な種目選定を行った。

・種目の記録や受付など人員を要するため、職員の人数や配置だけではなく、恒常的なボラン
ティアの確保が課題である。
・未就学児の参加が多いため、未就学児部門を設けるなどの検討が必要である。

4 期日・期間

・保護者と一緒に来場する未就学児が多く、未就学児も積極的に競技に参加していた。
・この事業への参加で家族利用ができるなど施設の利用について初めて知ったという方も多かっ
た。

人

子ども(未就学児：164人，小学生：185人）

はびろ農業公園「みはらしファーム」

国立青少年教育振興機構

人

1

　子供たちが様々な体験活動を行い、楽しさや達成感を感じる「子ども体験遊びリンピック」を
実施することで、体験活動に親しむとともに体験活動推進の機運を高めることを目的とする。

継続

子ども体験遊びリンピック事業名称



プログラム展開

日程・時間 プログラム 備考

8:00～9:00 活動準備

9:00～16:00 競技実施

16:00～17:00 片付け

　

　　　　　　　

（担当　　　石川　剛史　）
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「どんぐり皿うつし」の様子 「足踏み日本一」の様子

「足踏み日本一」
制限時間内に何回足踏みできるかな！？

競技後は「缶バッチ作り」にも挑戦


